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昭和43年12月15日第19号

NORC=.可一ス

社団法人日本外洋帆走協会
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年度末を迎えてご多忙の日々をお過しのことと存じますo

顧みますと、今年はいろいろのことがあり玄したが、その中でも、セール

番号600番台の新造艇の活躍が、華々しかったと思い室すo新しい艇が活

躍できたということは、裏を返せば、設計の面でも、造船技術の面でも、改

良の余地があったことの証左であり、従って今後においても、より優れた設

計、より優れた造船技術が開発されるものと期待され、クルーザーの将来は

まだ主だ進歩の余地が十分にあるものと、胸の膨らむ思いがいたしますo

会員の数も、この一ケ年間に100人以上の増加を見、1000名突破の

日も目礎に迫り、蚕ととに同慶の至りでありますoただ、会員の増加に伴っ

て起り易い問題は、兎角、会員間の融和の維持がむずかしくなることであり

ます。殊に、当協会には、会員となってからの経歴の長短、艇のクラス別、

所属する支部別、フリート別、帆走技備の優劣等、対立意識の起り易い幾多

の要素がありますので、会員の皆さんには、この点に充分留意され室して、

和気に富んだ、愉快な、しかも有意義な協会にもり立てて頂かなければなら

ないと考えており童す。

特に、会員相互間の帆走技術の格差については、当然のこととはいいなが

ら、一日も早く格差を最少限に縮めるよう、技術の練磨向上に努めていただ

き、世界有数のとの日本近海の荒海を少しの危なげもなしに、縦横に乗りま

わすことができるよう切望する次第でありますo
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1本部

1第14回理事会開催

7月25日に開催された第13回理事会に於て審議され基本的に了解を得た、（社）日

本外洋帆走協会組織及び運営規程（案）についての審議を主目的とした第14回理事会が

下記によって開催され、5時間余にわたる極めて熱心なる審議の結果、殆んどの議案に結

論を得たが、一号議案の一部になお継続審議を必要とする点を残して審議を終了した。
セ
Ｌ
ｖ
さ
・
ｊ
ｌ
ｆ
０記

日時昭和43年11月10日（日）11：50～17：00

場所東京都千代田区平河町2－7全共連ピル内マツヤサロン

出席者古屋徳兵衛、大儀見薫、飯島元次、高村信、横山晃、外山賢三、

吉谷竜一、頴川三郎、松木哲、角田博、丹羽由昌、田中敬一、土肥勝由

委任状6通

審議議案

第1号議案定款第38条に基づく、諸規程、細則の制定の件

第2号議案昭和44年度事業計画（案）の概要説明の件

第5号議案定款第7条による入会者承認の件

第4号議案その他

1．昭和44年度助成金について

2諸会費の改訂要望について

5．（社)NORC創立5周年記念行事について

4．太平洋単独横断レースについて

ﾄー
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へ

太平洋単独横断レースについて

専務理事大儀見蕪

太平洋横断シングルハンドレースが、いよいよ来年3月15日にサンフランシスコをス

2

ダートします。

当初、この企画がわれわれの所に持込まれた時は正直云って半信半疑でした。第一に日
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本側の事情としては、時期が2～3年あるいはそれ以上早過ぎる。第二にシングル診､ント・で

6，000浬以上の太平洋横断をするということに極めてスタント'的な要素が強く、そのため

果してまともなエントリーがあるかどうかということが心配でした。はっきり云って、ヨッ

トとは関係のない興行的な仕事をしておられるアートライフアソシエーションがう.ロモート

している点に多少の懸念がありました。

しかし、第一回太西洋シングル診､ン卜・レースを手がけたスローカム協会が、レースの組織

に当ることを決定し、しかも、フイニツシユはNOROで引受けて頂きたいという強い意向

が診､ツキリしたことと、レース自体の組織と、それをう.ロモートする方の問題とは切り離す

べきであるというスローカム協会側の考えもはっきりしたので、フイニツシユ側としてレー

スの組織に協力することになりました。実際、レースに参加して太平洋左2ケ月以上の日数

左かけてフイニツシユして来るヨットマン達を、海の男達にふさわしく迎えることができる

のは、NORC以外にないだろうという事情も、この決定の大きな要素でした｡

現時点でのエントリーは次のようなものです。

CLAUSHEHNER(西卜・イツ)･"…本年度大西洋シングルハンドレース参加、

ｽﾉﾚｰﾌﾞ、14位でフイニツシユ。

EDITHBAUMAN(西ドイツ）…”･26才の女性（「舵」12月号に紹介され

た｡)、同じく本年度大西洋シングルー､ン卜．レースに参加、トリマラン、途中遭難

し救助された。

ERICTABARLY(フランス)･…．､チチエスターと並ぶシングルゴ､ングーの第

一人者、フランス海軍の現役将校、フランス代表としてRORC,CCA,オース

トラリア等世界の代表的オフンヨアーレースの殆んどのものに出場して、しかも抜

群の成績を残している。本年度大西洋シングル学､ン卜・レースに参加、73呪トリマ

ラン、途中接触事故のためリタイア。

MARCCUIKLINSKY(フランス）……本年度大西洋シングル診､ントレース

に参加、スルーブ、途中遭難救助された。

JERRYCARTWRIGHT(アメリカ）

EUGENEMARTINSON(アメリカ）

、 －2－
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他に、アメリカから一名、1964年度の大西洋シングノレハント・レースに参加した

者。

アメリカのエントリーについては、詳しいことは解りませんが、いずれもベテランのよ

うです。このような経験豊富な世界の一流のシングルハンタ．－の参加を得たことはすばら

しいことです。

なお、TABARLYを含めて、以上参加7名の内、,4名は本レースのために新艇売造

っています｡これは全長24呪以上35眼以下というレース規定と、小笠原辺までは殆ん

ど追風のレースになるだろうということのため、この条件の中で最大の性能と安全性を確

保することをねらったもの。

搭載備品は下記のものが規定されている。

ListofEquipment.

Onespinsetofworkingsails

Onesetofstormsail

Bowandsternpulpitswithlifeline24'abovedeck

Onetoolbox

Onesparetiller

EnoughsparelineforallsheetsandhalVards

Shutoffonallopeningnearorbelowwaterline

Radioreceiverwith"marineband"

Chartandnavigationequipment-ifnochronometer

secondradiomustbecarried.

Twoproperlyajustedcompasses

Twobilgepumps

Twofireextinguishersinaccordancewithregulations"

Onefirstaidkitwithinstructionbook

Tenredparachuteflare

Onefoghorn
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Twowaterproofflashlightsandsparebatteries

Twohundredliters(45gallons)ofwaterinatleast

2tanks

Storessufficientforaperiodofthreemonths

これは大西洋シングル＝､ンﾄﾞの規定（下記）に準じたものだが、若干増えている。ライ

フラフトはこのリストにないが追加される予定。

1968年大西洋シングルー､ン卜・レース安全備品リスト

Inflatableliferaft

Radarreflector

Foghorn

Daylightdistresssignal

FlaresandpyrotechnicdistressSignals

Fireextinguisher.

なお、NORCとしては近く太平洋シングルハント・レースコミツテイーを編制して、フ

イニツシユラインの設定を決定したり、フイニツシユの際の税関、検疫手続きの方法につ

きできるだけ簡素化して、快く迎えるよう努力することとしています。

命
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3本部連絡事項

(a)海上自衛艦乗艦実習希望者について

海上自衛隊のご好意による乗艦実習は、NOROニュース第17号の記事のごとく、

まことに好評を得ましたので、若し44年度にも多数の乗艦実習ご希望の方がありまし

たなら、引続き実習のことに取り運びたいと思います。各支部にて希望者の数をお取纒

めの上至急ご報告願います。

なお航海訓練所の練習船の乗船実習については只今折衝中であります。

(b)43年度支部収支決算書の提出について

各支部の事務担当者の皆さん、1ケ年間いろいろとご苦労さまでした。又年度の変り

目が来まして何かとお忙しいことでしようが、例年にならい43年度の収支決算書を遅

一4－
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<とも来年1月20日までに到着するよう、ご提出願います。

(c)NORCニュース表紙用写真の提供について

昭和44年度より、NORCニュースももう少し味わいに富んだものにしたいと思って

ています。その第1段階として、表紙に写真を入れたいので、快走するヨットの写真で

これこそ傑作なりこれによってNOR,0ニュースの表紙を飾ってやろうという奇特な方

がありましたら至急ご提供をお願いします。ただし

(/f)NORCの登録艇であること

（ﾛ）カラー、白黒どちらでもよい

㈱サイズキャビネ（ネガ添付の場合はサイズを問わない）．

なお来年度は、PR用パンフレットの作成を予定しています。パンフレット用の写真も

必要でありますので、振ってご協力を願います｡この方は大小さまざまのものが必要で

あります。

(d)第6回通常総会及び第6回関東支部総会は会場使用の都合により昭和44年2月23

日（日）に「マツヤサロン」にて開催いたします。

(e)賛助会員則武勝馬氏逝去さる

（社)NORC発足以来本年3月31日まで、常務理事として、ご手腕を縦横に発揮

され、社団法人としての揺がぬ基礎を築かれた則武勝馬氏は岡山医大病院にご入院加療

中のところ、12月13日朝、薬石効なく逝去されました。謹んで哀悼申し上げますと

ともに、ご冥福をお祈り申し上げます。
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4 よみもの

「風」

ヨットの原動力である風がなくては、いかなるヨットの名手も羽をもぎとられた烏と変らな

いであろう。それほどに風とヨツトマンの因果関係は深いが、限度を超えた強風には親しめな

いばかりか、却って生命左狙われているような恐怖さえ抱かせられる。

風については、帆船時代から、いろいろ云い慣らされた言葉が沢山にある。季節季節の、そ

して地方、地方の古来よりの呼称は、まことに興味深いoそして耳新しいものがあるので、

－5－
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季節を追って、手近な文献から拾ってみたい。

(1)冬の風

一年中で冬が一番風が強い。それはまず冬型の気圧配置から始まる。初冬に吹き始める風

を「剛又は「木枯」と書いて「こがらし」といっているが、大陸低気圧が日本海を東に進

むとき、その中心から南西に伸びる寒冷前線が深い気圧の谷を伴って、日本の上を通過する。

このとき冷たい強い風が吹きわたり、木の葉を飛ばし、枝を奏で、いかにも風が木庵を枯ら

してしまうように思われるので「木枯」という名を与えられた。

寒冷前線の東側では南西の凧が吹き、通過後の前線の西側では、強い北西の風に急変する

とともに急激に気温が低下して、突風やしゅう雨を伴うことが多い。従ってヨツトマンにと

っては、この強い寒冷前線の通過のときは、台風と並んで、最も注意を要する気象状態とい

うべきであろう。

× ×

初冬の頃に北東の風が吹〈ことがある。「伊勢の国鳥羽、あるいは伊豆国の船ことば」と

して「10月（陰歴）の中旬に吹〈北東風を“星の出入”という。夜明けにスバル星西に入

るときに吹<なり」と記されており、また「畿内及び中国の船人のことば」として「10月

（陰歴）の風を“星の入り東風（どち）”という。11月12月ごろ吹く風を大西という」

といわれ、スパル星の出入りの頃日和が変りやすく、これを漁師仲間では「星の入東風」

（ホシのイリゴチ）という風雅な表現でいい現わしている。

× ×

また、関東地方で吹く東北の風は、なくて「ならい」といい、ものの本にも「江戸にては

東北の風を“ならい”というO"つくばならい”というあり」とあって、筑波山の南側では

筑波山の方から吹<北寄りの風を「筑波ならい」といい古るしている。伊豆の島をでば、東

北がかった風を「下総ならい」といい、北風の場合には「本ならい」といっている。しかし

この「ならい」という語は、関西方面では殆んど聞くことができない。

この外に関東の冬の風には、今でもいい慣らされている「からつ風」というのがある。殊

に「上州の空ツ風」を知らない人はあるまい。これは云うまでもなく、裏日本に雪を降らせ

て乾燥しきった風が、山脈を越えて、寒い風となって関東に吹きすさび、砂塵を吹きまくつ

ノ
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て、海にまで及ぶことが多い。

× ×

これら冬型気圧配置の所産である北寄りの季節風が中央の山脈左越えて太平洋崖に吹き出

して来るもので何た風（おろし）と云って、地方、地方の名山の名を冠せて呼称される場合

が多い。富士鼠’、比叡1K、筑波風､御神火,鼠などはこれである。

× ×

関西の船頭達の間には「乾風」（あなじ又はあなぜ）という風がある。これは関西方面に

吹<北西の季節風のことであって船頭間では海が荒れるので「乾風」とは誠に怖しい風であ

るとされている。

× ×

こうして風の吹く日の多い冬の季節にも稀れに、ベロンコの日がないわけではない。こと

に11月には凪の日が続くことがあるo11月は親鴬上人の忌日のある月であってこれを

“お講”といっているので、この頃の凪を特に「お講凪」と名付け、上人の御利益の一つと

されているがヨツトマンにとってはご利益どころではない。叉寒中のベロンコは「寒凪」と

いい、風に関しては風があっても、なくても、呼びやすい名が与えられていておもしろい。

（次号「春の風」）

Ⅱ関東支部

1総務委員会

(a)常任委員会

9月定例常任委員会（昭和43年9月17日（火）18：30出席者19名）

議題1.NORC夏祭り及び上期入賞艇表彰式の終了報告

2.NORC海洋教室の終了報告

3.NORC運営規程（案）の審議について

4．その他

a)学生ヨツトグルーブとの懇談会の経過について
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b)横浜ヨットハーバーの現況について

c)クラスVの非公式レースの実施について

d)太平洋横断レースの進捗状況について

e)本年度会費納入現況について

f)神子元島レースの帆走委員長の決定について

g)次回常任委員会の日取変更について

10月定例常任委員会（昭和43年10月8日（火）18：30出席者15名）

議題1．第13回神子元島レースの開催について

2．第3回初島レースの開催について

3．ミヤ、早風、翔鶴遭難周忌法要の供華等について

4．その他

a)太平洋単独横断レースの現況について

b)シリーズカツブレースについて

c)クラスVの非公式レース実施の説明について

d)宇都宮セーリングスクール協力について

e)NORC5周年記念行事について

f)諸ルールの改正について

11月定例常任委員会（昭和43年11月5日（火）18：30出席者19名）

議題1．第13回神子元島レースの終了報告

2．1968第5回初島レースの終了報告

3．第6回小網代カップ.レースの開催について

4.第14回理事会の開催について

5．その他

a)1968下期レース入賞艇表彰式の開催日等について

b)太平洋単独横断レースの経過報告について

c)会費納入の現況

d)関谷会長の病気見舞について
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e)「みや」遭難者を偲ぶ会（於ヨツテル）出席について

f)米海軍申出での下田スタートのレースについて

g)レース方法の再検討について

(b)関東支部下半期表彰式及び忘年パーティーについて

12月9日（月）18：00より日本船舶クラブにて本年度下半期の各レース入賞艇

の表彰式を開催し、引続いて忘年パーティーを盛大に実施いたします。

2安全委員会（記事なu

3計測委員会

(a)1969年度定例計測委員会開催予定

1969年度定例計測委員会の開催日は~下記の通りです。

1月22日（水）7月16日（水）

2月19日（水）8月20日（水）

3月12日（水）9月17日（水）

4月16日（水）10月8日（水）

5月21日（水）11月12日（水）

6月18日（水）12月10日（水）

（b）196，年度上半期計測実施予定

1969年度上半期（1月～6月）の計測実施日及び計測担当者は、次の委員及び助

手に決まりましたのでお知らせします。

1月19日国松高橋

2月16日林河上北村

5月9日今北関根（照久）横山

4月13日国松高橋

5月18日林北村

6月15日今北高橋

－0－
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(c)活動報告

1968年愛下半期（7月～12月）計測艇11隻

「朝日」「雲仙」「REDSHARK｣｢UNIVAC」「足,丙」

「CHRISTINAI_」「竜飛」「MISSSUNBIRD」

「月光Ⅱ」「OONTESSAm」「TONGA」

(周東記）45．12．6

4レース委員会

(a)第13回神子元島レース経過報告

昭和43年10月25日

帆走委員長稲垣豊郎

（1）スタート43年10月18日23：00

（2）コース小網代～神子元島～小網代約99偲

（3）出走艇18隻（参加人員102名）

（4）天候スタート時晴N～NNW4~6m

19日晴午前中NE～NNE8-12m

午後〃6～8m

（5）レース経過

月のない夜のせいか星が非常に多い。しかし海上は真暗でやけに静かだ。スタートラ

インを従来より思いきって沖に出し、小網代湾口大謀網の先端から北寄りに設定した為

ウネリと小波がやや高いo23:00に15分前頃より点々と紅緑の航海灯が忍びやか

にスタートライン近くへ集まって来たoNないし、ややWよりの軟風が爽やかに吹いて

いる。23：00時報に10秒程遅れてトップ艇スタート。以下続々ジエノアにフルメ

ンスルで風上側のマークポートよりにスタートし、23：03最終艇が出走ol8隻全

挺神子元島へ向った。

スタート後しばら<1､ツブにいた「はやまる」に間もなく天城、智美が並びすぐ後方

を潮風、飛車角、レツト．・シヤークが続く。この頃全艇スピネカを展開したが風がやや

落ちたところへ相変らず波が悪く、01：00頃までスピンワークに難儀した。しばら

－10－
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〈して天城、潮風の2艇が神子元烏へ真直のコースをとったが、他艇は殆んど門脇へ向う

オーソドックスなコースをひいた。風もようや<NE4～6mに安定し、快調な艇足であ

る。19日稲取近くで全艇視認出来る程度に明るくなり、風はやや強く8へ10m位だろ

うか。トップは神子元島へ直接向かった天城、潮風である。

神子元島海域は非常に波が悪く「はやまる」がスピンフ･－ム先端を波に突込んだと見る

まに、フ．－ムリフトのブロックがすっとび、一瞬の後にブームが跳び上がりスピントラブ

ルを起した。これを見て危険を感じた後続艇は早めにスピンを下ろし始めた。

本年のこのレースは神子元島の回航方向に制限をつけなかったが、NE風の為全艇反時

計回りに回航し始めた。

06：58天城がトップに回り利根、大島間へ向かう。続いて06：59潮風、07：

05智美、07：08「はやまる」以下レツト・・シヤーク、飛車角、さがみ、雲仙の順に

回り、「もさ」がクラスⅣのトップで9番目に回った。続いてメルジーネ、シレナが数分

差で追う。神子元島からは殆んどの艇が真東（90）にコースをとった。天城を追う潮風

はやや南に下り、レッド・シヤークがすばらしい上りで快調に「はやまる」を追い上げる。

すぐ後方を飛車角がくいさがっている。この頃から先頭集団のうち潮風と智美がやや遅れ

出し、天城、飛車角、「はやまる」、レツト・・シヤークの4艇がデツト・ヒートを展開し始

めた。風も更に強まり、クラスⅢには絶好な12～3m前後で文句なしのレース条件だろ

う。

「もさ」、メルジーネ、シレナの順で神子元島を回ったクラスⅣでは「もさ」がジブ交換

中にメルジーネ、シレナが抜き、数分後にシレナがトップに立った。

先頭を快走する天城に「はやまる」がワンタツク後追い付いたが、天城またもタックし、

大島岸寄りに北上する。「はやまる」はやや沖よりを北上。この時飛車角が大島岸寄りを

一気に走り抜けるようにしてトップに踊り出た。風早附近でまたも天城、飛車角、「はや

まる」、レツト・・シヤークの4挺が競合い飛車角、「はやまる」、天城、レツト・・シヤー

クの順で東進する。クラスⅢにしばらく遅れて大島岸寄りにくっついたシレナは、風が次

第に落ち、日没直前に大島をクリアした。この頃「さがみ」は伊豆半島寄りから東航し、

足柄、「もさ」等がシレナの視界にあり、メルジーネが伊豆岸寄りに突込んでいくのが垣

－11－‐

｡

。亀

へ



｡

へ

巳

へ

見出来た。

レース本部へは17：45足柄の福永艇長からアパッシュラウント？タ ンパツクルトラ

プルの為1230;リタイアし17:15伊東へ入港したとの電話が入った。レツト・・シヤ

ークと略|司型の足柄には誰しも期待していただけに残念で友らないが、マスト折損等大事

故に至ら左かつたのは不幸中の幸いというべきで、艇長以下乗組員の迅速且つ適切左処置

のたまものに遠いまい。出来るだけ早く整備を完了し栄光の重巡として戦列に復帰される

よう希望してやまない。

日没時、NB6m位、見事左夕焼空に赤く染まったスムースを相模湾上では陸の人たち

には想像もつかないよう左、男の意地と面子をかけて、丸一昼夜もの死闘が続けられてい

る。辺りが暗く左る頃「はやまる」がトップに立ち飛車角、天城が続きレツト．・シヤーク

が執勘に喰い付いて離れ左い。すっかり暗くなって夫々の艇の動静を確認することが出来

まくなったが、ビーンと張りつめた糸でお互が結ばれているかのように、闇を通して緊張

感が伝わってくる。少しでも気を抜いたら敗ける事は誰にもいやという程わかっている。

しかしこれもあと数時間で終りだ。早くフイニツシユして熱い風呂に飛込み、ぐっすり寝

たい。何もかも忘れて………．．““

予想外に早く小網代湾口近くに姿を見せ始めたトップ．グループは天城、飛車角、「はや

まる」、レツト．・シヤークと相変らずの顔ぶれで、前後して一一・・フイニツシユ予告信

号をし始めた。大謀網の辺りで「はやまる」が飛車角を蹴落として前へ出、自艇の登録番

号を発信しだした。一度に3隻の信号を送られたコミツテイーは判別が容易でたく仲々確

認の返信がうて左ぃ。ついにたまりかねたフイニツシユ艇はどなり出し、天城、はやまる、

飛車角の順に秒差で左だれ込んだo7分程してレツト・シヤークがフイニツシユ。トツブグ

ループに24分遅れて江の島寄りに深入りしすぎた雲仙がフイニツシユ。続いて智美、潮

風がフイニツシユした。トップ艇に2時間程遅れてクラスⅣのベテラン、シレナがフイニ

ツシユo5分遅れて「もさ」、更に2分遅れてメルジーネか入ったoしばらくして「さが

み」、「はやとり」、チルデの順に19日のうちにフイニツシユo20日のミット守ナイト

を迎えた。後続艇がばったり途絶え、辺りはまたもとの静けさを取り戻した。気温はかな

り下がり、NNWの風が頬を刺す。沖の漁火が波間にかくれたり出たりする為、仲間のフ

ー12－



イニツシユ信号とまぎらわしくいらいらする。チルデの後4時間してサンゴがフイニツシ

ユ。その1時間後にオリンパス、更に1時間たった05：19’37’1に八丈がフイニッ

シユし、レースを終了した。

シーウイツチは19日13：30頃メンスルピークのポルトローフ・が切断しメンスルか

ずり落ちた為、リタイアに決し、機走して小網代に入港。コミツティーに連絡してきた。

結局18隻出走したが2隻リタイアしたので16隻が完走した。このレースはレット'・シ

ヤークと足柄、及び天城と雲仙の夫左略同型艇と飛車角、「はやまる」等の新型クラスⅢ

艇が本格的に相まみえると同時にクラスⅣ艇がこれが新挺群にどこまで戦うかという問題

等興味あるレースとして期待されていたが、予想にたがわず豪快なレースを展開した。そ

の結果、着順7位迄クラスⅡ、Ⅲが占め、総合順位でもクラス、祈挺が4位迄独占してし

まった。途中数回首位を奪われはしたが、終始安定してトップ．を走り堂とファーストホー

ムした天城、注目のレツト・・シヤークはファーストホームは逸したが総合で見事優勝した

執念。異色の乗組員を揃え元祗ムート･？で走っているかのようで天城に1分32秒差で着

順2位、レツト．・シヤークに21秒差で修正2位となった「はやまる」。最後の詰めを誤

った為にファーストホームを逸した飛車角。着順8位とはいえ、これらクラスⅢに互して

修正5位になったシレナの善戦は称えられてしかるべきであろう。このシレナに5秒差で

6位になった雲仙は最後のタック時明の判断を誤らなければ文句なしにシレナを押えたも

のと惜しまれる。ともあれ出走した登録番号600台の挺7隻のうち足柄を除いた全部が

1～6位迄の着順を占めてしまったことからみても、新旧交替の時期と考えるのは早きに

過ぎるだろうか。またクラスⅢとクラスⅣとの走り方が今回のようにはっきり色分けされ

てしまった事も、今迄になかった事で、今後のレース運営に問題を投じたものといえよう。

すばらしい快晴が続き適度を風のもとで快適左レースが出来、さしたる事故もなくレー

スを終了出来た事は帆走委員として大変喜ばしく、各位のご協力に感謝します。横須賀海

上保安部へは20日09：05最終連絡としてレースが無事終了した事を報告し、10：00

をもってレース本部を閉鎖する旨連絡した。終始ご援助頂いた保安部に毎度の箏乍ら深甚

の謝意を表します。

なお、提出された航跡図に記入された神子元島回航の計時に疑問のある艇が数挺あった
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ので、心当りのむきは注意されたい。

以上

第13回神子元島レース成績表（昭和43年10月18日～20日）

10／1823：00スタートレース帆走委員長稲垣豊郎

'壷ラー”ゞ糯騨篇輔'’'2ゞ繍硴☆
時分秒時分秒

渡辺渡辺21.26.1916.09.53Ⅲ⑤⑤

立松武市〃､27.5116.07.11〃②②

名和周東〃､28.4116.22.01〃44

関根関根〃､56.0116.06.50〃①①

反田田辺22.00.18143R28"56

津野津野〃､23.531ス25．32Ⅲ①10

竹下竹下23.05.5718.02.26〃212

大儀見村本〃.55．331439．23Ⅳ①5

武部武部〃.40.4117.18.31〃49

守屋守屋〃､42.5116.50.13〃②7

飯島飯島〃.59.5517.46.59Ⅲ611

草間草間24.25.4217．14．50Ⅳ⑤8

JANSSENJANSSm|"､39．2818．13．20m715

烏飼鳥飼28.21.031R52.26W514

落合落合29.12.1620.28.20〃6‘15

近藤近藤30.19.3721.30.06〃7116

福永福永D.N・F

VWTIJRRRYIWTYERBYD．N･F

所要時間

(ET)ｸﾗｽ|話， ：'篭 名|mQR 艇長着順 オ→一

４

615天城．754

614はやまる、751

610飛車角Ⅲ、762

6161M鉦過IⅡ<.746

1622雲仙．757

606智美．778

358潮風Ⅲ．781

179SIRENA、706

394ハ岨IXJSINE、731

566もさⅢ、710

164さかみⅡ、741

312はやとり．707

,367TILDE，739

346SUNGO.701

31501｣YMPU麺、701

381八丈．709

617足柄．745

341MAWITqlI、739

Ⅲ
〃
〃
〃
〃
Ⅱ
〃
Ⅳ
〃
〃
Ⅲ
Ⅳ
Ⅲ
Ⅳ
〃
〃
Ⅲ
〃

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
Ｌ

１
１
１
１
１
１
１
ｅＲ

へ

■

へ

｡

Ret･|
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昭和43年10月25日

第13回神子元島レース会計報告書

稲垣豊郎

収 入

出艇申込科
０
０
０
０

－

０
０
０
０
封
司

０
０
０
０

９

７

７

２
２
１
３

×
×
×
×

艇
艇
名
名

１
２
７
７
合

２
７

42，000

4，000

7ス000

21，000

参144，000

申 込遅延料

会員参加料
匂

非会員 参加料 一

支出

本部運営費（宿泊、飲食、交通費等）

マークボート及び通船借用料（シーポニア）

シーポニアヨツトクラプ謝礼

コミツテイーポート借挺謝礼（おうりゆう）

同上郵送料

ライフライト用バッテリ270V1"

帆走指示書追記コピー料

特設電話設置料

帆走指示書印刷費

第1回艇長会議借室料

35，570

5，125

1，000

5，000

150

1，300

500

4，890

1，500

2，100

参5Z115

へ

4

合
三半

日I

差引残高86，885円
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(b)1968年第3回初島レース経過報告

レース帆走委員長松下浩三

1968年第3回初島レースは、下記の経緯により中止とした。

10月26日、16時の気象通報によると、三陸沖にはかなり発達した低気圧があり、一方大

陸の高気圧は、本州南岸に大きく張り出していて、本州沿岸一体はこの高気圧から低気圧に吹

き込む西風が、15mへ20mに達していたo又海上は台風19号、21号の余波もあり、か

なり大きなうねりがあった。このような状況下でコミツテイーポートたるJOVIALFIVEn

は所定の位置にリミツトマークを設置し、あわせてスタート海面を視察すべ〈、小網代湾口に

向ったが、強西風とうねりで、｜司海面の海象状況きわめて悪く、リミツトマークの設置は、定

置網内側まで後退し左い限り不可能であり、まして定置網の先端にライトをつけることは全く、

不可能であることを確認した。一方、今後の気象、海面状況につき、気袋庁に再三照会を行な

ったが、夜半多少風は落ちるが、西又は西北西の風が10m前後27日一杯吹き続け、海面の

状況はかたり悪いであろうとの予報であった。

以上の状況に鑑みレースコミツテイーは、レース実施の可否を討議すべ〈、艇長会議を開催

することに決定し、この旨を海上保安庁に連絡した。これに対して海上保安庁からは、「勧告

ではないが、中止を強く希望する」旨の申し入れがあった。（この時点に於てレースコミツテ

イーとしてはレース中止の方針をほぼ決定した｡)

艇長会議においては、レースコミツティーより

(1)当日午後4時の気象状況と、今後の気象状況に関する気象庁の見解。（すなわち今後24

時間は、強風が吹き続き1，2時間延長しても事態は好転し左いこと｡)

(2)スタートラインを所定の位置より、相当内側に寄せねばならぬが、小網代湾には、大型漁

船が一隻避難していることもあって、スタートライン及びリーシヨアーには十分左スペース

がとれないこと。又スタートしても、両側に東西に延びる定置網があって多数の艇が夜間セ

ーリングでスタートするには、かなりの危険が予想されること。

(3)海上保安庁より中止の希望が出ていること。

を説明した。

ついで|司日江の島から回航してきたMAUPITIⅡ、及び横須賀からのSEAWITCH
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に海象状況の説明を求めた処、MAUPITIより海象状況極めて悪く、アピーム以上には風

上にのぼれないこと。叉|司挺は出艇を見合わせる旨回答があり、更にSEAWIT.CHより

同様の説明があった他、同艇のグーズネツクが破損したこと、海象状況は悪化を辿っているこ

と、自艇より小さを艇は危険であると思う旨付言があった。

以上の状況によりレースコミツテイーは、レース実施に反対である旨を表明し、併せて各艇

長の意見を求めた処、積極的にレース実施を主張する艇は無く、レース中止又は中立（特に小

型艇）を表明する艇が大半であるとの確認を得たので、直ちに中止を決定した。
企

以上

なお、今回のレースについては、前記事情に鑑み、レース出艇料は徴収しなかった。

一

43．11．4
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(c)第6回小網代カツブレース経過報告

昭和45年12月3日

帆走委員長大谷正彦

第6回小網代カップ．レースは11月23、24日小網代一大島（時計まわり）－小網代

約68浬のコースでおとをわれた。

大陸方面から張り出してきた大き左移動性高気圧に日本全土がすっぽりおおわれた小春日和

の好天気の中で出走艇22艇が勢ぞろいしたo出走艇中クラスⅡは2艇、クラスⅢ12挺、ク

ラスⅣ8挺で新鋭のクラスⅢ艇が多数参加し、いよいよクラスⅢ時代の到来を思わせ、今年度

最後の外洋レースにふさわしい好レースにたるものと期待された。

23日10:00N2～3mの微風での壮観をスタート、全艇スピンネーカを展開して一路

南下、はやまる、天城、MISSSUNBIRD、REDSHARKなどによるトップ・争

いがはじまるo12:00頃より風が次第に弱まり各艇本船航路上で苦労する。この本船航路

付近に強い潮流(w→E)があり各艇共この間にかなり東へよせられている。この潮流が後の

大島回航の困難さの前ぶれとまったo16:00頃風次第にSにまわりSWの風が吹きはじめ

た。各艇快調にとばし日没時には大島東岸に達した。大島東南岸には大島の反時計まわり方向

に流れる強い潮流（約3kt)があったため夜間の竜王崎回航がこのレース最大の難関であっ

た。吹きつのるSWの風(10～15m/sec)と潮に各艇共|司じ所を行きつもどされつで難航

した。この間大型艇は艇速を利してこれを乗り切り、また小型艇のうちでも思い切り岸にへば

りついた艇や明け方になって岸を左めた艇がようやく南岸をかわした。竜王崎s通過順位は智

美、OLYMPUSⅢ、はやまる、くるしおⅡ、MISSSUNBIRD……の順であった模様

であるが上りコースのためあ主り正確では左ぃ。上記の竜王埼付近で各艇夫為の判断により回

航を断念し、リタイアする艇が続出した｡出走22挺中12挺がここでリタイアし、10艇が

大島を回航した。

大島を回航した艇団のトップ・グループは24日09：00項大島北岸を離れ小網代を目指し

た。10：00頃風が落ち艇速にぶる。トップ.グループは飛車角、智美、MISSSUNBIRD、

はやまる、OLYMPUSⅢ等で微風をつかんでの神経戦となった｡クラスⅣのOLYMPusm

とSIRENAが大型艇から離れずによく走った。

－18－



一方、フイニツシユラインで侍期するコミテイポートでは続左入港してくるリタイア艇の報

告に、果して無事回航してくる艇が何艇あるか、この微風では18：00のタイムリミットま

でに全艇フイニツシユできるだろうかと気をもんでいたol5:20コミテイポートより油壺

沖にレース艇の船影を発見し安堵する。16:15MISSsUNBIRD、フイニツシユ、は

やまる、飛車角Ⅱ、くるしおⅡかフイニツシユした頃よりSWの風が吹きはじめ後続の艇も追

いつく様に続いてフイニツシユし、またたくまにレースは終了した。

フイニツシユした艇はMISSSUNBIRD、智美（以上クラスⅡ）、はやまる、さがみⅡ、

くるしおⅡ、飛車角Ⅱ（以上クラスⅢ）、OLYMPUSⅢ、SIRENA(以上クラスⅣ）

の8挺であり総合では健闘したOLYMPUSⅢが優勝し小網代カップ.を手中にした。以下2

位SIRENA、3位はやまるの順であった。竜王丸とMELUSINEは大島を回航したが

惜しくもリタイアした。リタイア艇14艇の帰港を確認し、24日18：00海上保安部へレ

ース無事終了の旨報告し、20：00レース本部を解散した。

帆走委員会一同、至らぬ点が多,！zありましたが、海上保安庁をはじめ関係各位のご援助によ

り、快晴のもと大き左事故もなく無事レーースを終了できましたことをご報告します。左お、本

レースで問題となった点、気のついた点などを列記しますC

l，参加申込をしておきながら第2回艇長会議に何の連絡もまくコミティーをやきもきさせた

艇・…“…“･…コンテツサⅡ

2．航海灯が減火したまま長時間帆走し他艇を悩ませた艇…………くるしおⅡ

航海灯が故障しているときはセールにライトをあてたまま走るとか、応急の航海灯を作る

とかして、他艇のじやまをしないよう十分配慮すべきであろう。

3．航跡図の提出をおこたった艇………2艇（但しDNF艇）

4．リタイアした艇はクラブ旗、エンサインを掲げをければならないことになっている（1968

年度外洋レース規則）にもかかわらずこれを守らぬ艇が多く、コミティーポートから出場

艇かどうかの判別が困難であった。

Q
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第6回小網代カツプレース成績表（43．11．23～24）

レース帆走委員長大谷正彦

クラス別

順位薦
修正時間

(C.T､）

所要時間
長
(E・T．）

艇オーナー

時分秒

31．0215

31．0202

3q3a53

31．01．50

3a41.25
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30．5a12

3Q13、20

４
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第6回小網代カップ.レース会計報告

レース帆走委員長大谷正彦

収 入

出艇申込料

出艇遅延申込料

参加料（会員）

〃 （一般）

隻
隻
名
名

６
２
０
８

２

９
１

52，000円

4，000円

90，000円

54，000円

200，000円

●

8

合
三』
高l
HI

■‐

支 出

レース本部運営費（宿泊費、食費、交通費）

第1回艇長会議借室料

コミツテイーポート(NADJAm)借料

通船借料（船外機付）

特設電話架設費（度数料含まず）

印刷費（帆走指示書、出艇表等）

消耗品代（電池、用紙、ボールペン他）

雑費

45，210円

2，100円

5，000円

2，840円

3，860円

1，500円

1，625円

2，615円

62，750円

＆

合
三エ

己’ へ

f

差 引残額 15ス250円
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(d)1968'下半期レース入賞艇

NORC関東支部
、

第6回小網代カップ’､､、ﾋーｽ名

種訂、、、
第'ﾖ回神子応鐡！'，‘β，蕊3!”烏
（10／18～20）’（10／26～27） （11／23～24）

、

甲

←~Tロ韓ホ沢I鑓，t野I， 神子元杯｜初島杯 l、網代杯

ト

夕

OLYMPusm
へ

REDSHARK

はやまる

天城

１
２
ろ

総合賞 SIRENA

はやまる

し

|智 美１
－
２
ス
）
１
２
３
－
１
２
３

Ⅱ
Ⅲ
Ⅳ

ク
ラ
ス
賞

１
２
３

I

ﾉズ

REDSHARK

はやまる

天城

SIRENA

もさm

はやとり

１
２
３

中
Ⅲ

止

Ⅳ
ﾛ

へ

１
２
ろ

4

V 1

ファースト

ホーム賞
城天

MISS

相模湾下期1。はやまる2.30NBIRD
ポイント

レース年間1．はやまる2.飛車角Ⅱ

神子元島ｼﾘー ズﾚー ｽ↑R::ARKzはやまる

3．飛車角Ⅲ舵杯(ク
ラスⅣ

3.SIRENAの艇）

3．飛車角Ⅱ
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5海事普及委員会（記事をし）

6事故報告

(a)「くるしおⅡ」遭難事故報告

艇長高山秀文（千葉大学ヨット部）

（（註．遭難報告書は精細を極めた彪大なもので、大変参考になり、できれば全文を褐戦

したいと思いましたが、紙面の都合上やむを得ず縮少致しましたので、ご了承願

います。編集部)）

（1）遭難艇「くるしおⅡ」33．5呪スルーブ木造アルミマスト進水42年12月

も

へ

乗組員スキツパー高山秀文（22才）（4年生)(NORO会員）

クル一木口博之（〃）（〃）（〃

北沢公廉（21才）（3年生）（〃）

小林敏男（22才）（〃）（〃）

広橋′修三（20才）（2年生）（〃

渡辺芳夫（19才）（〃）（非会員）

安養寺明彦（20才）（〃）（〃）

丸隆（24才)(OB)(NORC会員）

計8名

(2)ロク・ﾌ゙ ック（抜華）

7月26日11：00スタート晴風力3風向ESEうねり1m

14：40メンスルワンポイントリーフ

18：00風力5風向Eアカがたまる

21：0Oこれより1時間毎にタックを変える50。～1500

27日03：00風力6風向ESE速力6kt

30分タックに切り替える

アカの浸入が甚だしぃバケツ5杯

05：30アカ漏れのためか電気関係不調にてコンパス使用不能

－25－
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05：30アヵ漏れのためか電気関係不調にてコンパス使用不能となる。

－25－



0

凸

4

へ

へ

補助コンパスに切り替えるo

O7：00レギニラージブ、メンスル2ポイント半リーフ。

07：30ヘルムスマンがリーヘルムが出てフダーがおかしいという。艇内より

舵周辺を点検するが異状なし。

07：4Oこれ以上レースを続けても上り切れない。今なら明るい内に鳥羽に戻

れるoリタイヤ決定o浜松AeroOo

O7：50烏羽へ転針コース2700

ストームジブを降ろし、メンスルは2ポイント半以上巻き真追手で帆

走o風力6、ESE，うねり4～5m，ワイルドジヤイブするo直感

的にスケグに何か異伏が起ったのではないかと思い、スケグポルトを

艇内より確認する。ボルトに異状は見られなかった。快調に走る。

08：30テイラーがスタポード側に重く感じる。スケグボルト異常なし。

10：00本船後方より急速に接近＄急いでジヤイプ(s→P)して本船をかわ

した所、そのまきラフしてしまってコースをもどそうとしてももどらず○

この時テイラーはポートには600位は楽に切れるが、スタボート・に

’0○位しか切れない。ラダーの故障を完全に知る。スケグポルトを

調べたところ4本のうち、1本が取れ海水か艇内に流入、他の1本は

ボルトが空ら廻り、他の2本は固着していたo抜けたボルトの穴に色

鉛筆をたたき込み海水の流入を防ぐ。

’0：25ラダーシヤフトが抜けて、スケグ、フダーが完全に海中に落ちる。シ

ャフトの穴から真青の水が見える。

’0：30バウが風上に向いてしまうので、樫々の手段を施すも効果なし0

10：50バウからアンカーローフ．に布バケツをつけシーアンカーとするoNO

旗を上げるo信号紅炎及びサイレンで救助を水めたか本船は気付いて

くれない○

リーチングストラツツにベニヤのフロア級をローブで縛りつけて仮舵

を作り、バツクステーにロープ．で取り付けて探作してみるが全然効果

－26－



3．放棄後の船体

ないo

11：20本船に知らせるため信号紅炎を焚き、ポートフックにオイルスキンを

つけて振りサイレンを鳴らす○

11：30本船が「くるしおI」に気付き旋回して近づ<oシーアンカーを揚げ

るo横付けするもうねり3～4mあるので船体かぶつかるoパルピツ

トスプレツダーか破壊する○船腹もすりぎずだ'らけとなるo

本船よりネットをおろしてくれ、全員本船に移る○

’1：40歳後に海図と航海日誌をあげる○

ヨットの曳航を頼んだが、沈んでしまう恐れがあると思われ断念するo

ll：45本船の前進によりバウラインか切れるo

本船との傲しい接触により、マストがデッキ部、スプレッタ．－部と三

つに扮れた○

11:4534o－30'N137o－08'Eの地点で艇を離すo

l7：30管島1,000m沖を漂流中管島漁業組合の人に発見され、19:

30管島漁港に保管さる○

4．被害状況

（'）ラダー、スケグの折損流失

（これ以下は本船との接船時に受けたものである）

（2）バウパルピツトがとれ、曲る。

（3）ステムプレートか曲り、ステムヘツト．に長さ20C加の喫型の裂け目か出来るo

（4）スタンンヨンがポートサイト．2本、スターポート．サイト、4本曲るo

（印マストかデッキ上面、スフレツダー（マスト援合部）の2ケ所で釿れハリヤード類全都切れるo

（6）アツハーシユラウト・、バツクステー切れる。

（7）ターンバツクル2本田るO

（8）スタボード中央部外板のこすり傷と、フルワークが内1則に圧迫されて少友の凹みができる。

（9）スタボート．のレールキヤツブが一部もち上がる○
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(1jポートのレールキヤツプ及びハルに折損したマストによる擦傷ができるo

(ﾕ1)ボートフツクの頭部が折れるo

(l2)トリムタブの楚流板が流失する0

5鳥羽レース出艇前の検査

6月8日安全検査を受けるo

7月11日油壺ポートサービスに上架し、桓々の修理点検を行った○この時スケク、かぐらつく

（スケグの厳下端で左右2”位）のに気付き、福留氏に見てもらい、ボルト、ナット

がゆるんでいるので艇内よりそれをしめて貰ったOスケグは元通り固着されたが、7

月13日に「くるしおI」の設計者武市俊氏に、く“らついていたスケグの状態を説明

し、直接点検を頼んだが、その際スケグ取付け部分の強度に対する保証を得た○

我々も単なるボルト、ナットのゆるみであって、締まってさえいれば厄険な状態にな

ることはないであろうと半|｣断し、コーチの近藤1項之氏、ヌし隆氏とも相談の上、一応

鳥羽レース終了後もう一度スケグを点検することにしたo

7月24日鳥羽に於て船底に宿りラタ．－、スケグを点検したが付け根の塗料に細いすじが入っ

ている以外異状は葱かつたo取付けボルトも備っており、ぐらつきはなかったo

6事故に対する判断

（1）スタート直後、（11：30頃）石鏡の沖合3～4M位に材木運搬船が捨てたと思われる流木

を多数発見したが、我々の艇は明るい時間であり、視界も良かったので、この流木の間をよけて

通過しており、衝拳も受けていないので、流木にスケグを傷められたとは考えられないo

（2）レース前に潜ってスケグの異状（ボルト、ナットのゆるみやスケグのく、らつき）がないことを

確かめているので、レース中（クロスホールドの帆走中）にスケグのく、らつきか序点に起り、リ

タイヤの直前と、その仮の追手帆走に移ってからこの様な状態になったものと忠われるo

Tラダー、スケグの構造について

フター、スケグの全篁量がスケグの取付けボルトで支えられ、スケグに対する横方向の外力は主

にラダーシヤフト（キールに対して72”×120mlの面積で8中のボルト4本で左右28〃卯間隔

で取付けられているo)で受けていることになるo又改計上でばスケグの材質は檸材になっている

が、工事はすべて舶用合板で行われたo又図面にあるボルトが1本実際には入っていなかったo

ガジヨンピントルの構造上、ラダー、スケク・を組合せた上でキールヘスケグを固着しなければなら

－28－



ないので、ボルトが入れられなかったとのことであるが、この点とスケグの材質に関しては建造中

造船所側と設計者と了解済みで製作されている○

従って問題点は、

（1）スケグが舶用合板では、ボルトの締めに対し不適当ではなかったかo

（2）ボルト数が設計図と異っていた点

（3）横方向の外力に対するスケグの強度（スケグ金物の横I隅とボルトの位置）に対する点

（4）ボルトの太さ（強度）の点

の4点だと思う○

8救助信号を出したことについて

(1)操船か不可能になったC

a)スペアラダーを持っていなかったo(予備テラーあり）

b)ラダーとスケグを失った本艇は何もせずに風上に立ってしまうo

c)スターンからロープ(22wmのクレモナローフ50m)を流し、トリムタフ、エンジンを使

って風下側へバウを向けて走ろうとしたが、彼の頂点から谷へ格ちる時に猛烈な勢いでキール

を中心に回転して風に立ってしまう○

d)船内のフロアー材を外してリーチングストラツツとロープ’を結び応急舵を作ったが効果がな

かった○

c）風下側は230○～290○陸地であったので、自力でうまくかわらないので、艇体、人命の

危険性の方が大きく成功率は非常に低いと思われたo

（3）加布良古水道附近まで15～16mなので流れ着いたらより大きな危険性が悲像されたo

（4）台風の接近によって気象、海象が増を悪化するのは、時間の問題であった○

当時視界か良く、昼中の事故であったが上記のごとく忠条件が重なって危険な状況であったの

で乗員の生命の安全を考えて、本船に対して救助を求めることとした○

9箏故をふり返って

（1）レース前に行われた上架時の点検のときの、スケク．のく、らつきを単なるボルトのゆるみによる

ものと考え、適切な処置をしなかったことは、私達として十分反省している。スケグを外して点

検し、何らかの手をうっておけば、事故は未然に防げたと思うo
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ラダーシヤフトをテイラー上部でとめておけば、スケク．がとれてもラダーは簡単には落ちなか

っただろうo又スペアラダーを持っていたら、そしてリタイヤーをもっと早目にしていたら、な

どと私達として考へなければならないことが数多くあるo

（2）次に救助信号について気がついたことは、我々を救助してくれた商船三井の「淡路山丸」

(6746t)の発見当時の模様をお聞きしたところによると、当日ヨット遭難のニュースを聞

いていたので特に汪意しておられたそうで、双眼鏡でワツチしていると何かブイらしい物が見え

るとの報告で、近づいた所救助信号を出しているヨットだと判ったそうであるo(当時ベアポー

ルでNC旗を上げた状態）白い艇体は白波と一諸になり、よほど近づかないと、区別がつかない

そうである○また、NO旗も、もっと大きなものをマストトップ．にでも揚げないと、ヨットがブ

イ位にしか見えないので怠味がないと思うO

6)次に信号紅炎の数の問題であるが、私達は救助される前に2隻の貨物船（艇より5M位を航行

中）に対して5本の信号紅炎を使ってしまい、救助されるまでには8本を費してしまったo安全

規則でいわれている6本程度では、折角のチャンスをみすみず逃してしまう可能性が大きいと思

,o(私達は、ライフラフトを除いて12本持っていたo)また15～20c77i<らいの焔を噴き

出す紅炎は、昼間は全然目立たないとのことであるo

以上

最後に、この度の事故に際しまして「淡路山丸」の方友、管島漁業組合の方をNORCの飯島常務

理事、井上理事、渡辺理事、吉谷理事その他数多くの方々にご助力をいただきましたことを厚く御礼

申し上げます○

｢足柄」事故報告書

艇長福永昭

1．事故発生日時43年10月19日12：30頃

2〃場所大島－1尹豆半島間

3〃状況神子元回航后約2時間

ポートタツクで帆走ノロ、タック、スクーポート・、タックで帆走、12：30頃左舷アツハーシユ

ラウト、ターンバツクル＠部が外れ紛失しているのを発見
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事故原因進水后日が浅く、シユークターウの機会かなかったため、リギン
|ﾙﾛﾂｸﾅﾂﾄ4

が延び、上り．－スでアツパーシユラウドがゆるみ、何らかの理由で、④印

が外れたものと思われるo

｝鯉 ゆるみ止め、ロツクナツトがあるにも拘らず、外れるものがある以上、更に

針金まで固縛-する必要があると思われる○

5筒アツハーシユラウト・は6･(1×19)

ターンバツクルはGIBBf7/i6'1であるo
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Ⅲ内海支部 へ

1高松レース報告

11月22日夜23：00的形港をスタートした各艇は、ほんのわずかに吹<NEjをつかまへ

ようとして、スピンを張ったり、観音に開いたりしたか、こんな状態が02：00迄統いたoやが

て風はNNE風力3に変りやつと快適にすべり出したoコミテイポートの寅丸も波を白くひいて、

レース艇のあとを追いかけたが、コースを南に、家島群島ぶりに摂った艇が多く、北側コースの「甲

竜I」と逢っただけで、i也艇はガスにかくれ兄夫なってしまったoこの風も夜明には落ち、フイニ

シユ迄強〈なら左かつた○微風か幸いしたのか、軽い腱に有利なレースであったo西内海支部より

参加された田中氏の新造33Footer「やしろ」（渡辺設計、天城と|司秒は、「ミネルバⅢ」

－31－
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とフアストフイ堂ツシユを争い、トップで入った○フイニツシユラインは屋島と四方う．イを結ぶ線

で、’1：00を過ぎる頃より一団となって各艇が這入った。

レース参加艇は’0挺でなんとか、鹸終レースらしい華かさが盛上ったollJL走委員より、「今后

のレースは申込期日を厳格に守り，乗員の半数以上がNOROのメンバーである事との原則を守っ

てゆきますから新造艇のオーナーはクルーの登録を急､いで下さいo」との申出があった○
｡

、

－

レ ース成績表
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2忘年会。表彰式

12月1日17：00より西宮ヨットハーバーの関西ヨツトクラブで、忘年会・表彰式を行っ

た。四十名を超える盛会で、東京から＜舵>多編集長土肥勝由氏、早稲田大学ヨット部の大先輩高原

清彦氏をお迎し、和気アイアイの健に談笑した。席上、松本哲理事より、レイテイングについての

説明かあり、登録を未だ受けていないヨットは早急に計測し友い限り、レースには出場出来ない旨

要諸があったoNORCの会費未納入者の処へは、ニュースが、配速され淀いので、納入を急がれ

たいとの事務局長津田氏に師注意に対しては、納入方法がわからない、どうすれば良いのかの声が

あったので、合田の処で一括し送金する手続を摂ったoレースの反省、来年度の世話役等のお話の

あと、表彰式に移った。担当部長井上透氏が所用で、欠席されたので、武内良夫君、中庭砧蔵君に

御苦労をぉかけした。樽谷氏の司会はさすがに丁重で念のとどいたものだった○来年のはなばなし

い、活趨寺期鮮して、本乍の行事を終えたo

紀伊水道レース（7月21日～22日）報告の修正

NOROニュース第18号記載の紀伊水道レース(7月21日）の記録が、TCFの間違いの為

0

へ

3

誤っておりましたので下記の如く修正をお願いしますo

ｍ
３
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ｌ

Ｏ
８
９

５
６
１

竜
位
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．
・

ｈ
Ｏ
ｈ

ｌ
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‐
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６
８

２
１

ミネルバⅢ 甲風

1位

23h．57m

（）．781

18h．42m

2位

26h．27，．50s

0．678

17h．55m

V

へ

け

修正順位｜ヨ位 1位 2位

I

NORC内海支部

レース担当部長

合田督
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▼

全

へ

0

Ⅳ 束海支輝叉鄙

会議の状況

9月27日総務委員会於喜多八

①各専門委員会の報告

安全委員会10月中に安全検査合格腱の報告表を提出する

レース委員会衣浦レース要項の発表

ネービーカツブレース結果発表

前半期レース結果発表

（レース結果については炭記）

②来年度（暗和44年度）東海支部役員案の検討

10月3日支部例会於喜多八

①衣浦レースについて

②野島レースについて

③支部役員選出

9／27の総務委員会で検討された案通り44年度の東海支部の役員が後記のとおり選出

されましたo

各委員会の委員は委員長に一任

④「ヨットと通信」というテーマで広瀬氏（ネービーブルーⅡ）の講話

10月6日衣浦レーススタート08：00

給呆については後記のとおり

10月’4日総務委員会於喜多八

11月3日野島レース00：00スタート

結果については後記のとおり

’’月7日総務安員会於吾多八

来年度（昭和44年度）東海支部役員の決定

1

2来年度（昭和44年度）東海支部役員の決定

10月3日に行なわれた支部例会において来年’月1日に始まる来年度（昭和44年度）役員

を次のようにきめ-ました○

－34－



支部長角田博

副支部長丹羽由昌

事務長佐藤充弘

鬼崎フリートキヤフ.テン 水上健

三河湾フリートキヤプテン 広浜之雄

衣浦フリートキヤフ．テン兼
ポートキヤフ･テン 竹内佐知彦

(支部専門委員会）

安全委員長今関康志

レース委員長榊原嘉男

計測委員長坂井繁之

海事普及委員長小島基作

水躍委員長三浦雅敏

(支部特別委員会）

「軽クルーザー」問題特別委員長大橋郁夫

通信対策特別委員長伏原幹一郎

泊地対策特別委員長水谷菩彦

(監雪

監査委員天野和茂

このうち、新設の通信対策特別委員会はSOS自動発信器をはじめヨットの遭難通報のための

有効な機器の調査研究、および支部で本年度より推進しているヨットにアマチュア無線局を開設

することについての諸問題を担当することになっているo

また泊地対策特別委員会は急増するヨットの泊地対素を主眼として泊地の調査研究、官公関係

先､メーカー等との連絡調整を担当することになっているO

なお海事普及委員長に送出された小島基作氏（うずしお）は11月16日付をもって東京（東

－35－
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海銀行秋葉原支店）へ転勤となったため、辞任の申し出があり．ますo後任の人達については次回

総務委員会で案を検討し早急に決定する予定です。

3昭和43年度東海支部レース報告

本年度の東海支部のレースは去る’’月3日の野島レースをもって全部終了しました○こきに

年間のレースの結果をお知らせします○所要時間、修正時間等については、その都度お知らせし

ていますから、順位のみ発表します。

なお、12月5日午后5時半より年末例会をかねて、表彰パーティを東海銀行主税町クラブに

おいて盛大に行ないましたo

4

9

へ

主催|し,－ス名 2位3位

PE"rlTPR工NCEあかちやん

1位

伊勢湾レース|NAVXBLUEI
EP工OUREAN

QJUER工DA

NAvYBI｣UEI熊野し／一ス

NAVYBIJUEI 伊勢

伊勢

EP工OURHAN

PlllTITPRINCE

伊勢

HPIOUREAN

LUNAM

NAVYBI｣UIJI

ネービーｶツブ
レ－ス

東海支部 QUER工DA

QUHRIDAIPETITPRINOE野島レース

支部総合 NAVYBI｣UEIQUERIDA

』

ポイントレース

（’月～3月）

鬼崎フリート鳥羽レース

フリート総合

三河湾レース

へ

NAVYBIjUEIAI｣BATROSs

P

あかちやん
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ALBATROSS
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1
ト
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V京都支部（記事なし）

Ⅵ西内海支部（記事なし）

会員及び登録艇

1会員及び登録艇の現状

Ⅶ

rh

43.12.1現在

普通会員候補生TOTAI｣登録艇数

445159641133

722813837

85511827

2554616

291409

特別会員

関東支部

｜内海支部

束海支部

京都支部

西内海支部

l仏

５
２
５
５
９

４
７
８
２
２

４

７
８
８
６
０

３
３
２
１
１

１

１
８
８
６
０

４
３
１
４
４

６
１
１

９
８
５
５

５
２

I
へ

1

2291656TOTAI」 98 9831222
’
1

東海支部軽クルーザー安全規則案

一般規則(NORC安全規則1968による）

技術基準

船体

a全長5m以上

b復元範囲100o以上

C100○傾斜状態で艇内に浸水をおこさぬこと

dセルフベーリングコリピツトであるが、玄たは満水しても乗員を支える浮力を保つこと。

e乗員の半数以上が横になれる被われたスペースと、炊事の出来るスペースをもつこと。

装備。備品

イピルジポンブまたはバケツ’ケ以上トフオグホーンまたは号笛

ロ航海燈（海上衝突予防法による）チライフジャケット乗員全員分

ハ消火器卜．ライケミカル’ケ以上リライフブイ，ケ以

Ｉ
Ｉ

1

且

へ

1

２

ハ梢火話卜？ライケミカル1ケ以上リライフブイ1ケ以上

二セール番号規定のものヌアンカー及びアンカーローフ

ホコンハス1ケ以上(NORO安全規則8条5による）

へフラッシュライト2ケ以上
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(b)住所変更

会 員Nq氏名住所

関東支部

（特別会員）

0107河瀬直春東京都調布市染地3－1－74多摩川住宅は14－208号

4477佐藤和義富山県魚津市本江2410杉野クリーナー製作所研究所内

6641久野桂東京都葛飾区東金町1－36金町駅前団地1－1431

（普通会員）

0154福原秀高東京都品川区上大崎4－6－16－928

4471藤下周一〃西多摩郡秋多町野辺字下原805－10

5566長谷川太郎〃港区六本木3－17－4

6671須賀光一郎広島県因島市三庄町日立造船沖田寮

6674麻生雅幸東京都世田谷区祖師谷2－1288住友海上成城寮

7774今関秀夫i神奈川県相模原市大沼東通b3855

7783岡武人〃鎌倉市小町2－4－15高田方

6686西岡一正〃横浜市港北区大曾根町734菅沼方

3383土肥勝由東京都世田谷区新町3－1－4

0062福田義一静岡県伊東市淵''6-3

2342多点良一寿愛知県渥美郡渥美町伊良湖ピﾕｰﾎﾃﾙ内

7832佐本昭生東京都江東区辰己1－9辰己団地51－507

7761中馬勇〃世田谷区三軒茶屋町1－5－19東電第三三軒茶屋寮
内

6族889小林和茂千葉県千葉市花見川8－6－301

6歩898磯山広章東京都新宿区上洛合2－63O田中方

68－91l小堀正志ネ甲奈川県横浜市南区珂中町1－23丸菱石油㈱内

68－971大野’意東京都港区南青山2－22－4秀和南青山レヂデンス

5539島田和夫，〃〃高輪3－11－3新井ビル302号

6604‘高木通志：埼玉県川越市寺尾644

－40－



会員Nqi氏名住所

5579黒田慎一郎東京都北区西ケ原218十条製紙聯研修寮

6627沢山昇〃渋谷区千‘駄ケ谷3－59－8原宿第2コーポ505号

胸海支部’

761武谷俊雄｜大阪府吹田市藤白台3－1B12－208号

，4'渡辺敬|兵庫県芦屋市東芦屋町‘，

］071山川修三｜〃明石市東野町2204－6

‘，，|倉壗滋|大阪市住吉区西住之江町，－'＆

と

’
1

『

’
1

1

へ

勤 務先訂正

先|会員Nql氏名
I

勤 務

反田産業汽船（株）

o0RNmS＆CO

伊藤精機（株）朝霞

夫
宥
志

秀
正
通

関
生
木

今
柳
高

４
７
４

８

７
９
０

７
酷
６

７
６
６

I

,IJTD海上保険部

工場（0484）61－1079

’
’

’

(c)会員間の異動

'三部|会員Ⅱ‘|氏名｜
（候補生より謡由会員へ）

|関東支部’5531宮沢秀治’

所 属 艇

－－’
↓

一

1
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3新登録艇の紹介
1

フリート｜

小網代

シーポニァ

諸磯

葉山

油壷

的形

須磨

艇名 R工GIクラス

海

嘩
〃
〃
〃
〃
砿
〃
〃
跡
〃

守

へ

｜広島
松山’

あ“とがき

昭和43年も余すところ半月余、おかげさまにてNORCニュース”も曲りなりにも第19号を生

むことができましたo

しかし、本年度発行の第16．17．18号を見ましても、報告ばかりで、味もそつけもないもの

でありますが、表題が"NOROニュース”ということでありますので、いたし方のないことであり

交しよう○

みなさまも、この表題にとらわれることなく、自分の体験談なり、外国雑誌などから得た知識なり

を、どしどし披露していただけたならば"NOROニュース”ももっと味わい深いものになるのでは

ないでしょうか○

なお、44年度には、表紙も写真入りにして多少なりとも趣きを添えたいと思ってい交すので、写

真の供出等について一層のご協力をお願いいたしますo

終りにのぞみ、良き1969年、華々しき昭和44年をお迎え下さ＆ますよう、心からお祈り申し

上げ玄すo （高村記）

8

ヨー

？
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